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｜期 18 19 37 
｜期 3 3 6 
｜期 5 4 9 
IV期 2 1 3 
合計 28 27 55 
表2 再発 ・原病死した症例数と割合
標準治療縮小治療
早期がん 0 (0%) 4 (18%) 















年齢（中央値） 71歳 78歳 p < 0.05 
追跡期間（中央値） 60か月 25か月 pく 005 
組織型
類内膜癌Gl,G2 11 10 
n.s 
上記以外 10 12 
進行期 18 19 n.s ｜ 3 3 
重篤な併存症 あり
。
なし 21 17 
pく 005 

































































図2 早期がん症例のoveralsurvival (OS) 





～ I期の症例であったことから， IB～ I期につ
いてはできる限り標準治療を行うことで予後が
改善される可能性があると考える． 一方， IA
期は縮小治療群でも1例も再発を認めず，また
症例が多かったことから これらの症例では標
準治療が予後に与える影響は小さいと考えられ
た．
結論
本検討からはIB～ I期の症例が最も標準治療
を行う意義が大きいと推察された
／ 
